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アニマルウエルフェアの指針に沿った除角、去勢方法

令和5年7月に農林水産省畜産局から出された｢肉用牛の
飼養管理に関する技術的な指針｣（以下｢AW指針｣）では、
除角と去勢を行う際は、獣医師等の指導の下、可能な限
り苦痛を生じさせない時期と方法を選択することとし、
①除角は角が未発達な時期（生後２か月以内）に実施し、
それ以降は常に麻酔薬等を使用する、② 去勢は生後３か
月以内に実施するとされ、それ以降は必要と判断された
場合は麻酔薬等を使用するとされている。
しかしながら、現状では、除角は肥育、繁殖供用開始

時期の10か月齢前後、去勢は離乳を終えた5，6か月齢程
度で実施される例が多く、AW指針に沿った飼養管理の推
進のためには、その実施方法について具体的な提案を
行っていく必要がある。

はじめに
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〔指針の概要〕
最適な、可能な限り苦痛を生じさせない時期と方法を選 択し、

また、必要に応じて麻酔薬や鎮痛剤の投与の下で行う。実施時期
は、除角によるストレスが少ない焼きごてでの実施が可能であり、
角が未発達な時期である遅くとも生後２か月以内とし、この場合、
麻酔薬や鎮痛剤の投与の下で行うことが強く推奨される。 角が発
達し、頭蓋骨に付着した後に除角する場合、常に麻酔薬の投 与の
下で行う。

〔現 状〕。
生後2か月以内に実施される例は少なく、肥育開始や繁殖に供用

される10か月齢前後で無麻酔で実施されるか、除角せず飼養が継
続されることが多い。

〔検討・提案〕
月齢別の実施方法は図1のとおりであるが、腐食剤による化学的

除角は術者も含め火傷の危険があることから、1か月齢程度での摘
芽又は通常行われている10か月齢前後に、図2の角神経ブロックに
よる麻酔下での実施が推奨される。また、いずれの月齢での実施
においても、術後の影響を最小限とするため鎮痛処置（表、参考
資料２）が有効と考えられる。

〔今後の対応〕
成長後の捕獲、頭絡装着が困難になるとの受け止めもあり、市

場取引の段階で除角されている例は少ない。但し、摘芽について
は、指針において推奨されている方法でもあることから、市場で
の理解醸成や具体的な対処方法を提案していく必要。
薬剤による麻酔、鎮痛処置は、獣医師の指導の下で実施する必

要があり、現在、牛用の動物用医薬品として承認されている鎮痛
剤は表のとおりである。適当な承認薬がないなどの場合には、獣
医師は未承認薬（人薬や海外の承認薬など）処方することで対処
できるが、必要な麻酔薬、鎮痛薬については、アニマルウエル
フェアの視点からも海外での承認薬の調査や安全性の評価が必要。
除角をしないケースでは、1房当たりの飼養頭数を2，3頭とした

り、十分な幅の餌槽とするなどして闘争を防止すれば支障はない
との意見があり共有して行く必要。

Ⅰ 除角について
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〔指針の概要〕
最適な方法及び時期について獣医師の指導を求め、牛へのスト

レスの防止や感染症の予防に努めつつ、生後３か月以内に行うこ
ととし、３か月齢を超える場合、なるべく早期に行う。また、３
か月齢を超える牛を去勢する場合、麻酔や鎮静について獣医師の
指導を求め、必要と判断された場合、麻酔薬や鎮痛剤の投与の下
で行う。

〔現 状〕
離乳後の5，6か月齢前後に行われる例がほとんどで、子牛取引

後のトラブル防止のため獣医師により鎮静、局所麻酔を応用した
観血法で実施される例が多い。

〔検討・提案〕
去勢の実施方法は図3のとおりであるが、非観血式の緊縛法はス

トレスが大きく、挫滅式は去勢が不確実となる例がある。観血式
では結紮式が比較的痛みが少ないとされる。
去勢術における局所麻酔の方法は図4のとおりであるが、陰嚢切

開時、総鞘膜剥離時、精索結紮時に痛みがあると言われており各
方法を適用するのが理想的。
実施月齢は早期の実施で増体、枝肉成績も良好との報告があり

（参考資料1）、尿石症との関係も関係団体で検証中であるが影響
があるとの知見は得られていない。また、離乳との関連も疼痛管
理が出来ていれば影響は小さいとの意見があり、局所麻酔に加え
鎮痛処置の実施がその後の生産性にもプラスの効果があると言わ
れている（参考資料2）。

〔今後の対応〕
去勢についてはすでに獣医師が関与する例が多く、現在一般的

となっている鎮静、局所麻酔処置に加え、鎮痛処置の有用性を広
く普及していく必要。その際、現在、牛用の動物用医薬品として
承認されている鎮痛剤は表のとおり。適当な承認薬がないなどの
場合には、獣医師は未承認薬（人薬や海外の承認薬など）処方す
ることで対処できるが、必要な麻酔薬、鎮痛薬については、アニ
マルウエルフェアの視点からも海外での承認薬の調査や安全性の
評価が必要。

Ⅱ 去勢について
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図2 角神経ブロックの方法

図1 月齢別の除角の方法
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図3 去勢術の種類

図4 去勢術における局所麻酔の方法

ヤギでの実施例
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表 国内で牛用の動物用医薬品として承認されている鎮痛剤

図1～４ 参考、引用文献

農水省動物医薬品検査所動物用医薬品データベースから作成

鎮痛剤の種類 投与方法

メロキシカム 皮下注射

スルピリン水和物 皮下、筋肉内、静脈内注射

フルニキシンメグルミン 静脈内注射

サリチル酸ナトリウム 静脈内注射



7

参考資料１ 去勢早期実施関連論文（2編）
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参考資料２ 鎮痛処置効果検証発表資料
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